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全作物共通

天気は、１週目は曇りの日が多く、２週目は数日の周期で変わり、平均気温は１週目は高く、２週目以降は平年並の見込みです。
降水量・日照時間は平年並の見込みです。

①ハウスは夜間の保温に努めるとともに、日中はこまめな換気による適温・適湿の確保により生育環境を整えましょう。
②栽培を終えたハウスは、翌年の病害虫の発生源となる作物残渣を搬出し、被覆資材を冬期間除去して、翌年の発生を抑制しましょう。
越冬ハウスは、内部の雑草及び作物残渣を枯死させるか除去し、栽培する作物等に害虫が寄生しないように管理しましょう。

③次年度に備え、栽培跡地や施設周辺への排水溝設置や心土破砕等により、土壌物理性を改善しましょう。
④日没が早くなるため、ゆとりのある計画的な作業を行いましょう。
気温が低く湿った環境での作業時は、保温性の高い作業着・防寒手袋を着用し、こまめに休息を取りましょう。

※本資料に記載の農薬や資材は「地域で推奨するもの」を使用し、倍率や収穫前日数に十分留意して使用してください。



土壌分析を実施しましょう

土作りの第一歩は土壌診断です。３年に１度は土壌診断を行い、施肥設計に活かしましょう。

【土壌の採取方法】
土壌の性質は、一筆のほ場の中でもかなりのばらつきがあります。
生育に差が見られない場合は、対角線に５か所以上を採取し、よく混ぜて一つの分析用

の試料（５００ｇ程度）とします（図１）。
生育に差が見られる場合は、それぞれを同様に採土してください。

このとき、表層部を薄く剥いだ後、耕起する深さまでV 字型に掘り、その面に沿って
一定の厚さで採土します（図２）。

野菜畑などでうね立てしてある場合は、隣のうねにかけて採土するか、うねとうね間を
交互に採土します（図３）。

◆農薬の使用に当たっては、使用基準を必ず守りましょう。
なお、品目ごとの栽培防除体系を基に減農薬でクリーンな野菜生産を実践しましょう。

◆防虫ネット・近紫外線カットフィルム・粘着シートなどを活用し、適切な栽培管理と合わせ、病害虫の発生を最小限に抑制しましょう。

※この情報は、上川農業改良普及センター本所地域（旭川市、鷹栖町、当麻町、比布町、愛別町、上川町）向けに作成されています。
気象・土壌条件・作業体系から当地域以外には、適用されませんので十分ご注意ください。（不利益・損害などが発生した場合、当方は
責任を負うことはできません）
※掲載されている農薬情報は、令和３年９月29日現在の登録内容となっていますので、活用の際は、あらかじめ安全使用基準を確認くだ
さいますようお願いします。

■□■□■□■□ GAP手法の活用 【環境保全編】□■□■□■□

－適正な農薬使用は整理・整頓・散布時の確認から－

環境負荷の軽減・環境保全機能の向上に配慮した土壌管理
・堆肥等の有機物の有効活用、作物残渣等のすき込みによる土づくりに努めましょう。
ほ場に残すと病害虫が蔓延する場合などを除き、土づくりに利用します。

・土壌・作物診断等に基づく適正な施肥を実施しましょう。

不必要・非効率なエネルギー消費量の削減
・農作業を行う中で、省エネルギー化が可能な部分がないか調べましょう。

① 運搬ルートの見直し、② アイドリングストップ、③ こまめな消灯、④ ハウスの被覆資材の修理、
⑤ 冷蔵庫や暖房の温度設定の最適化 など

図１ 土壌の採取位置

図２ 土壌の採取深さ 図３ うね立てしている場合の土壌の採取位置


